しかし 子供た ちの 侵入が 執拗に くりかえされ るので、 

彼らの 目から 屍体 を距 てるた めに、 部屋の 片隅に 丸め 

て 投げす てられて いた サョの 着物 をと つ て 屍体に かぶ 

せた。 そのと き 着物の 中から 一 枚の トランプの 札が ヒ 

ラヒラ と 落ちた。 拾い あげてみ ると、 ハ —， r の クイン 

であった。 彼 は それ を 手品 使の ように 指に はさんで、 

もと 着物の あった 片隅の 方へ 投げ返した。 

彼 はこの ふるさとの 村に 開業して から 二十 年に もな 

るが、 まだ 他殺 体 を 見た ことがなかった ので、 死後 時 

間な ど を 推定す る だけの 経験 も 自信 もなかった。 こん 

な 山奥の 村で も、 自殺 や 事故の 変死 体 は 年々 いくつか 



「何人も 証人が あるが」 

(診療 日記 を 調べた のち) 

「あの 部落の も 一 ッ 奥の 落 合と いうと ころに 急病人が 

あって 往診に 行った」 

「帰宅した の は 何時 ごろ か」 

「夕食 をよ ばれてから 辞去した が、 おそくとも 八 時半 

^ J ろに は 帰 つたと 思う」 

「兇行 は その 日の 夕刻から 夜半までの 間と 発表され て 

いるが」 

(蒼 ざめ て 無言) 

「翌朝 兇行の 現場へ 行った か」 



「里 村 巡査に 頼まれた から 行った。 村で 唯一 人の 医師 

として 当然の こと だ」 

「現場に 唯 一 人で 居た ことが あつたか」 

「里 村 巡査が 電話して 戻る まで、 彼の 依頼に よって 一 

人で 残った」 

「そのと き 何 か 拾って ポケットへ 入れた そうだが」 

n アマ も甚 しい」 

「多くの 証人が それ を 見て いる」 

「証人の 名 を 言いた まえ」 

「多くの 少年が それ を 見て いる」 

「それ はまちが つてい る。 自分が したの は 着物 を もつ 



てきて 屍体に かぶせた こと だ。 そのと き 着物の 間から 

何 か 落ちた から、 手に とってみ ると トランプの ハ ー ト 

の クインであった。 自分 は それ を 片隅へ 投げす てた。 

それ を 誤解した のであろう」 

「それ を 捜査本部へ 通告した か」 

「通告し ない」 

「なぜか」 

「重要な - J と ではな いと 思った」 

「勝手に 屍体に 着物 を かぶせたり、 落ちた トランプ を 

投げす てたり して、 現場の 様子 を 変えた ことが 重要 だ 

と 思わない のか」 



S3 

新聞記事の 一問一答 はこれ で 終って いた。 この あと 

に 附言して、 当局 はこれ について 追求す る ものと 思わ 

れる、 とあった。 決定的な 容疑者 扱いであった。 

毛 里 記者が 一問一答 している とき は、 こうで はなく、 

村で はこん な こと を 言つ てる 者が あるが、 まさか あな 

たが 犯人 だ なぞと は 誰も 思って やしません、 まァ 

じょうだん 

笑談 のつ もりで 御 返事 下さい、 というよ うな 打ち 解 

けた 素振りであった。 

人 見 はは かられた と 思った。 ヮナに 落ちた 狐の よう 

に顚 倒した。 逃れる 道がない ように 思った。 



部 子供た ちな の は、 彼が 子供に 接する 職業の せいです _ 

そして、 殺人犯 人 はこの 花 井です」 

「なぜ？」 

そこで 人 見 は 彼が 事件の 二三 週間 前に 学校で 花 井と 

交した 会話 や、 事件 発生 後の 花 井の 奇怪な 素振り をく 

わしく 説明した。 しかし 毛 里 は 聞き 終る と、 黙考の 後 

ニヤ リと 笑い、 首 を 振りながら、 言った。 

「それだけ では 花 井が 犯人の 証拠に はならない よ。 そ 

の 程度の ことに 比べれば、 アン タと トランプの 関係の 

方が 抜き さしなら ぬ 犯人の 証拠 さ」 

「花 井が サョの 情夫だった という 証拠が あります よ」 



「え？ 本当 かい？」 

人 見 は バスの 中で 耳に した 乗客の 会話に ついて 語つ 

た。 

「その 乗客 は アン タの 村の 人？」 

「いいえ。 よその 村の 者ら しいが、 その 顔 は 覚えて ま 

す」 

「どんな 男？」 

「農夫と も ャミ屋 ともつ かない 四十 ガラミ の 男です。 

か なり 大きな 荷物 をぶ ら さげて この 町の 目 貫通 リ で 降 

りました よ」 

「ャミ 百姓 だな。 それなら 今日の バスで 戻る に B 違な 



「花 井先 生に 帰って いただいて。 殺して やりたい ほど 

憎らしい わ。 ぞくぞく する ほど 汚らしい 人生 を 見せて 

くれたの よ。 なんて、 けがらわしい …… 」 

涙が あふれて きた。 

* 

翌日、 人 見 は 捜査本部へ 喚び だされた。 警部の 横に 

さ しが ね 

毛 里が 肩 を そび やかして 控えて いた。 彼の 指 金で ある 

こと は 云う まで もない。 しかし 警部 は 彼の 望む ほど 強 

硬ではなかった。 



人 見 はさ めざめと 泣いた。 そして 言った。 

「僕 は 混乱して います。 疲れて います。 どうか 三日間 

休息 させて 下さい。 どうしてい いか 分らない のです。 

僕の 言葉 を 考えさせて 下さい。 何 を 答えて いい か 分ら 

ない のです。 その 答 を 探す ことができな いのです。 混 

乱して いるので す。 僕 は 休息が 欲しい。 さもないと、 

死にそう です」 

「よろしい。 混乱が しずまる まで 休息 をな さるが よい _ 

あなたの 部屋に 看護人 をつ けて おきます から、 安心し 

て 眠りなさい」 

「うちに 看護婦 もお ります から」 



だ」 

「お前の 云う ことが 本当 だとい う 証拠が あるか」 

(無言) 

「お前が い つも それ をフ トコ 口に 入れて いた こと を 見 

て 知って る 者が いるか」 

「誰に も 見られな いように 用心して 隠して いたから、 

誰に も 見られた ことがない」 

「なぜ 見られな いように 隠した のか」 

「ォレ の 大事な お守り だから 誰に も 見せたくなかった 

の だ」 

「どうして 大事な お守りな のか」 



(無言) 

「誰に もらった のか」 

(無言) 

「いっから 持って いるの か」 

(無言) 

「お前が みんな 正直に 言って くれれば、 おいしい 弁当 

を 食べさせて やる。 たとえ 人の 物 を 盗んだ ので も、 正 

直に 云えば 許して やる し、 弁当 もまち が いなく 食べさ 

せて やる ぞ。 どうして 大事な お守りな のか、 それ をみ 

んな 教えて おくれ」 

「ォレ は トランプが ほしくて たまらなかった。 町の 本 



と 云った から、 貸して 抱かせて やった の だ。 サョは 抱 

いて ポロ ポロ 泣いた」 

「サョ が 死ぬ の を 知っていた のか」 

「ォレ が 殺した の だ」 

「なぜ 殺した か」 

(無言) 

「お前 は ゥソを つ いている のだろう」 

「ゥソ をつ いている ので はない。 サョを 殺した から、 

ォレを 殺して くれ。 ォレは 死にたい」 

「お前 は 弁当が 食べ た い のだろう」 



「目 をと じたら、 一 そう 神々 しい 笑顔に 見えた。 ォレ 

は サョに 云われた 通り 力 いっぱいへ ソを剌 して、 それ 

から 下へ 引いた」 

「サョ は 悲鳴 を あげたろう」 

「 一 度 も 悲鳴なん か あげない。 突き刺した とき、 かす 

かに ゥッ とうめいて、 ォレが 短刀 を 引き 下して 抜いて 

から、 よろめいて ドス ンと 倒れた。 しばらく 苦しんで 

もがいた が、 一度 も 叫ばなかった。 サョは 苦しみな が 

らォレ に 云った。 仁 吉は男 だ、 我慢し ろと 云った」 

「それ はどうい う 意味 か」 

「慮、， 'の はしば らくだ、 じき 楽になる から、 とまた サ 
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